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お
い
て
特
別
支
援
教
育
の
観
点
を
取
り

入
れ
た
授
業
を
行
う
こ
と
は
、
有
効
な

手
立
て
と
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

（
１
）
実
態
把
握
と
指
導
や
支
援
の
計

　
　

画

・
ア
セ
ス
メ
ン
ト
シ
ー
ト
や
観
察
な
ど

に
よ
る
個
人
や
学
級
集
団
の
実
態
把

握
を
行
う
。

・
授
業
で
予
想
さ
れ
る
困
難
さ
を
想
定

し
、
指
導
や
支
援
方
法
を
考
え
る
。

（
２
）
授
業
づ
く
り

ア　

教
材
研
究

　

ね
ら
い
の
焦
点
化
（
身
に
付
け
さ
せ

た
い
力
は
何
か
・
ど
の
よ
う
な
児
童
の

姿
が
見
ら
れ
れ
ば
よ
い
の
か
）

※
（
図
１
）
の
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
の
項

目
を
意
識
し
て
授
業
づ
く
り
を
行
っ

て
い
る
。

（
３
）　

実
際
の
授
業

第
１
学
年　

算
数
「
お
な
じ
か
ず
ず
つ
」

【
単
元
の
目
標
】
同
じ
数
ず
つ
に
分
け

る
場
面
に
つ
い
て
、
数
図
ブ
ロ
ッ
ク
を

使
っ
て
等
分
し
た
り
、
ま
と
め
て
数
え

た
り
す
る
活
動
や
、
図
や
式
を
か
い
て

確
か
め
る
活
動
を
通
し
て
、
乗
法
や
除

法
の
素
地
を
培
う
と
と
も
に
、
よ
さ
や

　

令
和
３
年
１
月
の
中
央
教
育
審
議
会

答
申
で
は
、
「
令
和
の
日
本
型
学
校
教

育
」
の
姿
を
「
全
て
の
子
供
た
ち
の
可

能
性
を
引
き
出
す
、
個
別
最
適
な
学
び

と
、
協
働
的
な
学
び
」
と
し
て
い
る
。

　

私
は
、
「
個
別
最
適
な
学
び
」
と
は
、

児
童
の
特
性
、
学
習
進
度
、
興
味
や
関

心
に
応
じ
て
指
導
や
支
援
を
す
る
こ
と

で
、
児
童
が
自
ら
の
学
習
状
況
を
把
握

し
て
自
分
に
合
っ
た
学
び
を
行
う
こ
と

と
考
え
る
。
ま
た
、
「
特
別
支
援
教
育

の
観
点
を
取
り
入
れ
た
授
業
づ
く
り
」

と
は
、
困
り
感
の
あ
る
児
童
へ
適
切
な

指
導
や
支
援
を
す
る
こ
と
で
、
ど
の
児

童
も
「
分
か
る
」
「
で
き
る
」
授
業
を

行
う
こ
と
と
考
え
る
。
個
別
最
適
な
学

び
を
実
現
す
る
上
で
、
通
常
の
学
級
に

イ　

学
習
活
動
を
組
み
立
て
る
（
単
元

　

構
成
・
本
時
案
）

①
興
味
・
関
心
・
意
欲
を
引
き
出
す
導

入
（
生
活
や
経
験
と
の
関
連
等
）
→　

②
見
通
し
を
持
た
せ
る
手
立
て　

→　

③

自
力
解
決
の
時
間
の
設
定　

→　

④
考
え

を
交
流
す
る
場
の
設
定　

→　

⑤
支
援

が
必
要
な
児
童
へ
の
具
体
的
な
手
立
て　

→　

⑥
学
習
活
動
の
精
選

ウ　

板
書
や
発
問
の
計
画
、
教
材
・
教

　

具
の
準
備
（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
・
ワ
ー
ク

　

シ
ー
ト
・
提
示
物
等
）

１　

は
じ
め
に

２　

実
践
の
内
容

通
常
の
学
級
に
お
け
る
特
別
支
援
教
育
の

観
点
を
取
り
入
れ
た
授
業
づ
く
り

～
「
令
和
の
日
本
型
学
校
教
育
」
の
実
現
を
め
ざ
し
て
～
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特別支援教育の観点を取

り入れた授業づくり 

○学級づくり 安心して過ごせる 

活躍の場がある 

違いやよさを認め合える 

分からないと言える 

○環境づくり 刺激が少ない（黒板周辺がすっきりしている） 

整理整とんされている 

1 日の流れが分かる 

生活や学習のルールが明確である 

○授業づくり 「分かる」「できる」授業を（下表参照） 

 

○ 特別支援教育の観点を取り入れた授業づくり チェックリスト（授業づくり編） 

意識すること・ポイント チェック 

何を学ぶのか（身に付けさせたい力）

を焦点化しているか。 

（               ）の力を付ける。  

めあて・まとめを何にするか。  

評価規準がはっきりしているか。  

支援が必要な児童が，どのような姿で

あれば，達成できていると言えるか。 

何が分かり（                        ） 

何ができて（                 ） 

何に気付けばよいのか（            ）  

 

導入 興味・関心・意欲を引き出せるか。  

生活や経験との関連があるか。  

学習の流れが分かり，見通しがもてるか。 

（教師の手本・見本，学習活動の流れの表示） 

 

展開 自分で考える時間を確保しているか。 

（一人で考えられる課題であるか。） 

 

児童が困ったときの手立てがあるか。 

（ヒントカード，ワークシート，スモールステップ） 

 

できる児童への手立てがあるか。  

 考えの交流の時間を確保しているか。 

（ペア，グループ，全体） 

 

発表の時間を確保しているか。 

（やってみせまねをさせる。ペアで発表させる。） 

 

体験的・操作的な活動があるか。  

終末 1 時間の学習でできるようになったこと， 

がんばったことなど 伝わる評価を･･･。 

 

生活の中で生かしていけそうか。  

板書 構造化，色分け，板書量 

書くことが苦手な児童への配慮 

 

発問・指示 精選された発問を考えているか。 

指示は簡潔で明確であるか。 

 

ICT 効果的に活用できているか。  

 

ア
ウ
ト
プ
�
ト 

（図１）特別支援教育の観点を取り入れた授業づくり
チェックシート
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（
図
３
）
、
教
師
が
ブ
ロ
ッ
ク
の
操
作
を

演
示
す
る
こ
と
で
、
最
適
な
方
法
を
児

童
が
選
択
し
、
解
決
方
法
の
見
通
し
を

持
つ
こ
と
が
で
き
た
。

③
自
力
解
決
の
時
間
の
設
定

　

「
教
師
と
同
じ
よ
う
に
操
作
す
る
→

自
分
で
や
っ
て
み
る
→
ペ
ア
で
見
せ
合

う
」
と
い
う
流
れ
や
「
ブ
ロ
ッ
ク
を
12

個
用
意
し
ま
し
ょ
う
」
「
３
人
に
分
け

ま
し
ょ
う
」
と
い
う
指
示
な
ど
、
ス
モ

ー
ル
ス
テ
ッ
プ
で
学
習
を
進
め
て
い
く

こ
と
で
、
ど
の
児
童
も
自
分
で
数
図
ブ

ロ
ッ
ク
の
操
作
を
し
な
が
ら
考
え
る
こ

と
が
で
き
た
。

④
考
え
を
交
流
す
る
場
の
設
定

　

じ
っ
と
し
て
お
く
こ
と
が
苦
手
な
児

童
や
考
え
に
自
信
の
な
い
児
童
の
た
め

に
、
ペ
ア
（
グ
ル
ー
プ
）
・
全
体
で
の

楽
し
さ
を
感
じ
な
が
ら
学
ぶ
態
度
を
養

う
。

①
興
味
・
関
心
・
意
欲
を
引
き
出
す
導

入
（
生
活
や
経
験
と
の
関
連
等
）

　

生
活
科
で
育
て
た
ア
サ
ガ
オ
の
種
や

給
食
の
白
玉
を
分
け
た
写
真
（
図
２
）

を
見
せ
る
こ
と
で
、
「
同
じ
数
ず
つ
分

け
る
」
こ
と
に
着
目
し
、
本
時
の
12
個

の
ク
ッ
キ
ー
を
３
人
で
分
け
る
場
面
を

イ
メ
ー
ジ
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

②
見
通
し
を
持
た
せ
る
手
立
て

　

既
習
事
項
カ
ー
ド
か
ら
本
時
の
学
習

に
使
え
そ
う
な
方
法
を
選
ぶ
こ
と
や

話
し
合
い
を
取
り
入
れ
、
活
動
に
変
化

を
つ
け
た
り
、
多
様
な
考
え
を
知
る
こ

と
が
で
き
る
時
間
を
確
保
し
た
り
し

た
。
ま
た
、
全
体
で
の
発
表
の
形
式
を

個
人
に
限
定
せ
ず
、
ペ
ア
（
グ
ル
ー
プ
）

の
一
人
が
説
明
し
、
一
人
が
図
を
指
し

示
し
た
り
操
作
を
し
た
り
す
る
こ
と
で
、

全
員
が
発
表
に
参
加
で
き
た
。
（
図
４
）

⑤
支
援
が
必
要
な
児
童
へ
の
具
体
的
な

手
立
て
（
書
く
こ
と
へ
の
配
慮
）

　

板
書
と
並
行
し
て
、
教
材
提
示
装
置

で
ノ
ー
ト
と
同
じ
枠
を
映
し
教
師
が
書

き
こ
む
こ
と
で
、
同
じ
よ
う
に
ノ
ー
ト

へ
書
き
写
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し

た
。
そ
れ
で
も
難
し
い
児
童
に
は
、
教

師
が
書
き
込
ん
だ
紙
を
渡
し
手
元
で
書

き
写
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
た
。

そ
う
す
る
こ
と
で
、
全
員
の
進
度
を
揃

え
る
こ
と
が
で
き
た
。

　　

通
常
の
学
級
に
お
い
て
も
、
特
別
支

援
教
育
の
観
点
を
取
り
入
れ
た
授
業
づ

く
り
を
実
践
す
る
こ
と
で
、
児
童
の
学

び
が
「
個
別
最
適
な
学
び
」
へ
と
つ
な

が
っ
て
い
く
こ
と
を
実
感
し
た
。
算
数

に
苦
手
意
識
を
も
つ
児
童
が
、
「
算
数

が
前
よ
り
好
き
に
な
っ
た
」
と
、
笑
顔

で
話
す
姿
が
印
象
に
残
っ
て
い
る
。
今

後
も
、
ど
の
児
童
も
「
分
か
る
」
「
で

き
る
」
授
業
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
個

に
応
じ
た
適
切
な
指
導
や
支
援
を
行
う

こ
と
で
、
児
童
一
人
一
人
の
力
を
伸
ば

し
、
可
能
性
を
広
げ
た
い
。
ま
た
、
子

ど
も
た
ち
の
10
年
後
、
20
年
後
を
思
い

描
き
、
新
し
い
未
来
に
対
応
で
き
る
子

ど
も
た
ち
を
育
て
て
い
く
と
と
も
に
、

自
分
自
身
も
学
び
続
け
、
変
化
に
対
応

で
き
る
教
師
で
あ
り
た
い
と
思
っ
て
い

る
。 ３　

お
わ
り
に

（図３）既習事項カード

（図４）ペア発表の様子

  （図２）日常の経験から


